
■先進的なダム再開発技術

ダム再開発の「ハード面の対応」では、施工技術が新規ダム建設とは大きく異なり、特有の施工技術が求められる。
特に国内では、「既設ダムを運用しながら」機能を向上・長期化・回復する事例が多く、また 2010 年以降は、大規模な事業が増えたため、工期短縮

やコスト縮減を目的とした先進的な技術が多く開発された。
このような状況を踏まえ、ダム工事総括管理技術者会（CMED 会）常任幹事会では、2013 年度に発足した「ダムの再開発」部会において、ダム再

開発工事または実証試験で採用された技術についての実績調査を開始した。
アンケートにより常任幹事各社からダム再開発工事で採用した施工技術を募集し、集まった約 80 の技術から、特に先進的かつ高度である 29 の技

術に絞り込み、細部に及ぶ追加調査を実施し、集まった各技術の概要、実績などについて整理した。
さらに同類技術同士をグループ化し、6 区分に分け、各技術の特徴や相違点などを比較し、優位性や適用性などについて整理した。

（１）ダム再開発技術概要
29 技術グループに分けは、以下の通りである。

  １）堤体穴あけ
  ２）堤体取壊し
  ３）水中作業１（全旋回オールケーシング工法）
  ４）水中作業２（その他の先進技術）
  ５）上流仮締切
  ６）浚渫・排砂

次ページは、29 技術の概要を整理した一覧表である。




